
 
 

 

  

2017 年 3 月 

木星
もくせい

が絶好
ぜっこう

の観測
かんそく

シーズンへ！ 
画像：NASA  ハッブル宇宙望遠鏡で撮影された⽊星の様⼦  発⾏：福岡県⻘少年科学館

 

木星は太陽のまわりを約１２年で１

周します。地球は木星よりもずっと内

側を回っています。地球が木星を追い

抜く瞬間の、太陽—地球—木星が一直

線に並ぶ状態は『 衝
しょう

』と呼ばれ、地

球からは一晩中木星を観測できます。 

今年は４月８日に木星が『 衝
しょう

』とな

り、このころ地球からの距離がもっと

も近くなります。『 衝
しょう

』に近づいてい

るこの３月は絶好の観測シーズン到来

と言えるでしょう。望遠鏡を使って、

表面模様の変化を楽しむこともできる

でしょう。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

地球から見た木星の動きは、１２年かけて星々の中を

１周しているように見えます。目安としては「黄道十

二星座(誕生日星座)」の中を毎年１つずつ移動してい

る」と考えるといいでしょう。昨年は、しし座にあり

ました。今年は、１１月中旬まではおとめ座にあり、

その後はてんびん座に入ります。木星は『夜半の明

星』とも呼ばれ、黄色っぽくてとても明るく見えるの

で、街明かりの中でも簡単に見つけることができるで

しょう。白っぽく輝くおとめ座のスピカの近くにある

ので、ぜひ注目して下さい。 

画像：2017/04/08 『衝』のときの太陽―地球－木星の位置 Mitaka Ver1,3,1 で作成 
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※青い矢印：各惑星の進む向き 

水星 

※青い線：各惑星の軌道 ※惑星の大きさは、 

実際の大きさとは異なります。 

画像：03/31 22:00 久留米市 東南東の空 ステラナビゲータ Ver.10 で作成 
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※等級：天体の明るさの尺度 

(数字が小さいほど、明るく見えます) 


